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島
民
だ
っ
た

『
夫
婦
善
哉
』『
わ
が
町
』な
ど
、大
正
〜
昭
和
初
期
の
大
阪
を
描
き
続
け
た
作
家
、織
田
作
之
助
。生
誕
1
0
0
年
を
迎
え
る
今
年
は
、

新
作
の
ド
ラ
マ
放
映
に
企
画
展
と
話
題
も
目
白
押
し
。そ
ん
な
オ
ダ
サ
ク
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、ゆ
か
り
あ
る
中
之
島
で
も
痕
跡
を
求
め
て
歩
い
て
み
た
い
。
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／
江
口
由
夏

土
佐
堀
通

土 佐 堀 通

大江橋駅
渡辺橋駅

京阪電車
中之島線北

浜
駅

地
下
鉄
堺

東
横
堀
川

筋
線

天
満
橋
駅

扇 町 通

堂
島
川

土
佐
堀
川

大阪府庁

ホテル京阪
天満橋

阪神
百貨店

阪急百貨店
大阪
駅

大阪天満宮駅
地下鉄谷町線

曽 根 崎 通JR東西線

松
屋
町
筋

堺
筋

四
つ
橋
筋

御
堂
筋

な
に
わ
筋

谷
町
筋

天
満
橋
筋

地
下
鉄
谷
町
線

大
川

地

地
下
鉄
御
堂
筋
線

下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋
駅

本
町
駅

本
町
駅

堺
筋
本
町
駅

福島
駅

北新地駅

阪神
梅田
駅

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

梅
田
駅

福島
駅

阪神
本線

新福
島駅

扇
町
駅

南
森
町
駅

天
神
橋
筋

新
御
堂
筋

なにわ橋駅

OMMビル

京阪本線

日本銀行
大阪支店

靱公園

大阪市立
科学館

淀
屋
橋
駅

北御堂

大阪市
中央卸売市場

中
之
島
駅

リーガロイヤル
ホテル

国立国際
美術館

大阪天満宮
中之島
フェスティバルタワー

ダイビル本館

大阪国際会議場

D西朝陽館跡

日本工業新聞社
（昭和16年に京町堀へ移転）

日本工業新聞社
（昭和16年に福島から移転）

大阪府立
中之島図書館（P6～）

大阪病院

輝文館

大阪
ガスビル

C五代友厚像

丸萬（P5）

I京阪
デパートA中之島

公園

F梅田新道

E大阪市中央公会堂

G北新地

B玉江橋

H川口

　

主
人
公
の
十
吉
は
、
恋
を
し
た
文
子
が
東
京
に
去

っ
た
と
知
っ
て
身
一
つ
で
後
を
追
う
も
、
冷
た
く
追

い
返
さ
れ
て
し
ま
う
。
渡
さ
れ
た
大
阪
へ
の
旅
賃
も

底
を
つ
き
、
い
っ
そ
死
ん
で
し
ま
お
う
と
、
十
吉
は

中
之
島
公
園
へ
向
か
う
。
川
岸
で
煙
草
を
吸
い
始
め

た
彼
が
見
た
の
は
、
土
佐
堀
川
越
し
に
広
が
る
、
北

浜
の
夜
景
だ
っ
た
。

中
之
島
公
園
│
A

◉「
ア
ド・バ
ル
ー
ン
」昭
和
21
年（
1
9
4
6
）

大
阪
駅
へ
着
い
た
の
は
夜
で
し
た
。（
中
略
）

か
え
っ
て
サ
バ
サ
バ
し
た
気
持
で

大
阪
駅
か
ら
中
之
島
公
園
ま
で

歩
き
ま
し
た
。

　

大
の
オ
ダ
サ
ク
好
き
と
聞
い
て
道
案
内
を

お
願
い
し
た
の
は
、
大
阪
市
立
中
央
図
書
館

の
副
館
長
・
高
橋
俊
郎
さ
ん
。
高
橋
さ
ん
は
、

世
代
を
超
え
た
オ
ダ
サ
ク
フ
ァ
ン
が
集
ま
る

「
オ
ダ
サ
ク
倶
楽
部
」
副
代
表
と
い
う
顔
も

持
つ
。
オ
ダ
サ
ク
が
残
し
た
足
跡
を
求
め
て

西
へ
東
へ
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽
い
。

　

代
表
作
『
夫
婦
善
哉
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、

ミ
ナ
ミ
や
上
町
台
地
が
代
表
的
な
作
品
舞
台

と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
中
之
島
も
多
く
登

場
す
る
と
教
え
て
く
れ
た
高
橋
さ
ん
。
実
は
、

作
之
助
は
島
民
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
並
行

し
て
行
っ
て
い
た
執
筆
活
動
に
も
影
響
し
て

い
る
の
だ
そ
う
。「
玉
江
橋
北
詰
に
あ
っ
た

日
本
工
業
新
聞
社
（
産
経
新
聞
社
の
前
身
）

に
、
昭
和
14
年
（
1
9
3
9
）
か
ら
勤
め
て

い
た
ん
で
す
。
駆
け
出
し
の
頃
は
、
周
辺
の

様
子
を
取
り
入
れ
て
構
想
を
練
る
こ
と
が
多

案
内
人
／
高
橋
俊
郎
さ
ん

（
大
阪
市
立
中
央
図
書
館 

副
館
長
）

中
之
島
は
作
之
助
の

原
点
で
し
た
。

提
灯
を
つ
け
た
ボ
ー
ト
が

生
物
の
よ
う
に
川
の
上
を

往
っ
た
り
来
た
り（
中
略
）

浪
花
橋
の
上
を
電
車
が
通
る
と
、
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オ
ダ
サ
ク

　

京
都
か
ら
中
之
島
へ
逃
げ
た
ス
リ
と
、
尾
行
す
る

少
女
、
さ
ら
に
大
阪
拘
置
所
か
ら
集
団
脱
走
し
た
囚

人
が
交
錯
す
る
場
面
。
大
混
乱
の
中
之
島
を
大
阪
駅

の
方
へ
駆
け
抜
け
て
い
く
囚
人
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
連
載
中
、
舞
台
が
東
京
に
移
り
、
取
材
の
た

め
に
上
京
し
た
先
で
亡
く
な
っ
た
作
之
助
。
惜
し
く

も
未
完
の
長
編
小
説
。

◉『
土
曜
夫
人
』昭
和
21
年（
1
9
4
6
）

中
之
島
公
園
を
抜
け
て
、

淀
屋
橋
の
北
詰（
中
略
）

大
江
橋
ま
で
来
る
と
、

銀
造
は
い
き
な
り
左
へ
折
れ
た
。

そ
し
て
、川
沿
い
の
柳
の

並
木
に
か
く
れ
な
が
ら
、

渡
辺
橋
の
方
へ
走
っ
た
。

か
っ
た
。
土
地
勘
が
あ
っ
た
中
之
島
周
辺
は

書
き
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

　

も
と
も
と
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
へ

自
主
勉
強
の
目
的
で
通
っ
て
い
た
た
め
、
中

之
島
に
は
縁
が
あ
っ
た
。
明

治
37
年（
1
9
0
4
）に「
大

阪
図
書
館
」
と
し
て
創
設
さ

れ
た
同
館
に
は
、
学
生
だ
っ

た
作
之
助
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
文
豪
が
知
識
欲
を
満
た

す
た
め
に
来
て
い
た
と
高
橋

さ
ん
は
話
す
。
大
阪
随
一
の
図
書
館
が
あ
る

場
所
と
し
て
、
中
之
島
に
は
知
性
が
集
っ
た
。

　

作
之
助
は
新
た
に
友
人
と
な
っ
た
人
々
に

構
想
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
筆
一
本
で
身
を
立

て
よ
う
と
す
る
。
生
涯
の
付
き
合
い
と
な
る

藤
澤
桓
夫
ら
を
始
め
、
作
之
助
に
は
同
好
の

士
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
昼
下
が
り
に
は
キ

タ
か
ら
ミ
ナ
ミ
を
冷
や
か
し
で
練
り
歩
き
、

夜
に
は
執
筆
に
没
頭
し
た
。

　

し
か
し
、
充
実
し
た
大
阪
生
活
を
送
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
戦
火
で
焼
け
て
し
ま
っ
た

大
阪
に
、
作
之
助
は
が
っ
か
り
し
た
。
中
之

島
界
隈
や
御
堂
筋
に
わ
ず
か
に
残
っ
た
面
影

を
作
品
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、
あ
り
し
日

の
大
阪
を
惜
愛
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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オ
ダ
サ
ク
倶
楽
部
と
は
？　

　

2
0
0
3
年
に
発
足
し
た
、オ
ダ
サ
ク
に
魅
せ
ら
れ
た
人

な
ら
誰
で
も
会
員
に
な
れ
る
同
好
会
。現
在
は
老
若
男
女

30
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、ま
ち
歩
き
や
意
見
交
換
な
ど
を
熱
心

に
行
な
う
。メ
デ
ィ
ア
か
ら
オ
ダ
サ
ク
の
資
料
情
報
提
供
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。そ
の
活
動
の
模
様
は

Facebook

で
随
時
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。https://

w
w

w
.facebook.com

/O
daS

akunosuke

　

昭
和
中
頃
ま
で
、
中
之
島
公
園
の
川
岸
に
は
貸
し

ボ
ー
ト
が
停
泊
し
、
夜
間
は
舳
先
に
明
か
り
を
灯
し

て
川
遊
び
に
興
じ
る
の
が
日
常
だ
っ
た
。
こ
こ
で
恩

人
と
な
る
秋
山
と
出
会
い
、
十
吉
は
更
生
す
る
。
同

じ
く
、
中
之
島
を
走
る
路
面
電
車
も
お
な
じ
み
の
光

景
だ
っ
た
。
廃
止
さ
れ
る
昭
和
43
年
（
1
9
6
8
）

ま
で
、
市
電
は
難
波
橋
を
通
り
抜
け
て
天
神
橋
を
目

指
す
。

そ
の
灯
が
川
に
落
ち
て
、

波
の
上
に
さ
か
さ
に
な
っ
た

電
車
の
形
を
描
き
出
し
ま
す
。

　

主
人
公
・
小
沢
が
盗
み
を
働
い
た
あ
る
少
女
に
関

わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
少
女
を
追
う
ス
リ
グ

ル
ー
プ
と
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
同
士
の
抗
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
く
物
語
。
中
之
島
公
園
で
の
緊
迫
し
た
果

た
し
合
い
の
シ
ー
ン
の
後
、
梅
田
新
道
の
カ
フ
ェ
や

曽
根
崎
警
察
署
と
考
え
ら
れ
る
“
S
警
察
署
”
も
登
場
。

◉『
夜
光
虫
』昭
和
21
年（
1
9
4
6
）

そ
れ
に
は
鉛
筆
の
走
り
書
き
で

―

「
今
夜
十
時
中
之
島
公
園
、

図
書
館
の
前
で
待
つ
」

ODA
SAKU
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こ
の
辺
は
『
夫
婦
善
哉
』
の
柳
吉
と
蝶
子
、
そ
れ

ぞ
れ
の
拠
点
。
維
康
柳
吉
の
老
舗
化
粧
品
問
屋
は
梅

田
新
道
に
あ
り
、
蝶
子
は
北
新
地
の
売
れ
っ
妓
だ
っ

た
。
二
人
が
キ
タ
で
落
ち
合
い
、
ミ
ナ
ミ
ま
で
そ
ぞ

ろ
歩
か
せ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
高
橋
さ
ん
は
指

摘
。
こ
の
ル
ー
ト
は
作
之
助
自
身
が
ミ
ナ
ミ
ま
で
通

っ
た
道
筋
で
も
あ
っ
た
。
後
に
二
人
の
駆
け
落
ち
の

待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
、
大
阪
駅
も
登
場
す
る
。

◉『
夫
婦
善
哉
』昭
和
15
年（
1
9
4
0
）

あ
る
日
、梅
田
新
道
に
あ
る

柳
吉
の
店
の
前
を
通
り
掛
る
と
、

厚あ

つ

し子
を
着
た
柳
吉
が

丁
稚
相
手
に
地
方
送
り
の

荷
造
り
を
監
督
し
て
い
た
。

梅
田
新
道
│
F

北
新
地
│
G

【
午
前
】　

①
野
田
村
丈
六
（
現
・
堺
市
東
区
丈
六
）
の
自

宅
か
ら
、
堂
島
浜
の
日
本
工
業
新
聞
社
へ
出
勤
。

　
「
新
聞
記
者
な
の
で
、
デ
ス
ク
に
張
り
付
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
出
勤
す
る
と
す
ぐ
に

外
に
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
文
才
は
飛
び
抜
け

て
い
た
の
で
、
凄
腕
の
記
者
と
し
て
名
を
馳
せ

た
よ
う
で
す
」

②
東
区
横
堀
（
現
・
中
央
区
道
修
町
）
に
あ
っ

た
輝
文
館
へ
。
漫
画
雑
誌
『
大
阪
パ
ッ
ク
』
編

集
部
に
顔
を
出
し
に
行
く
。
編
集
長
の
秋
田
實

や
、
作
家
の
藤
澤
桓
夫
ら
と
交
友
を
深
め
る
。

　
「
詩
人
の
小
野
十
三
郎
や
、『
夫
婦
善
哉
』
の

表
紙
絵
を
描
い
た
田
村
孝
之
介
も
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
後
に
は
、
作
之
助
が
編
集
長
を
務
め

た
同
人
誌
『
大
阪
文
学
』
の
拠
点
も
輝
文
館
と

し
た
の
で
、
打
ち
合
わ
せ
と
称
し
て
ほ
ぼ
毎
日

や
っ
て
来
た
よ
う
で
す
」

高
橋
さ
ん
が
推
理
す
る

島
民
だ
っ
た
頃
の

オ
ダ
サ
ク
の
と
あ
る
一
日

　

な
か
な
か
就
職
で
き
な
い
こ
と
に
焦
り
を
覚
え
て

い
る
主
人
公
・
豹
一
。
求
人
広
告
を
見
て
中
央
公
会

堂
で
行
わ
れ
る
面
接
へ
向
か
う
が
、
あ
え
な
く
不
採

用
。
が
、
帰
宅
す
る
と
小
さ
な
新
聞
社
か
ら
採
用
通

知
が
届
い
て
い
た
。
作
之
助
自
身
が
就
職
に
苦
労
し

た
過
去
や
、
新
聞
社
に
勤
め
た
経
験
を
活
か
し
た
作

品
だ
が
、
豹
一
の
行
動
が
反
社
会
的
で
あ
る
と
し
て

発
禁
処
分
を
受
け
た
。

大
阪
市

中
央
公
会
堂
│
E

◉『
青
春
の
逆
説
』昭
和
16
年（
1
9
4
1
）

あ
る
日
、（
中
略
）広
告
を
見
て
、

中
之
島
の
中
央
公
会
堂
へ
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、

調
査
係
と
は
体
の
良
い
口
調
で
、

実
は
生
命
保
険
の
勧
誘
員
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

動
物
に
ま
つ
わ
る
短
編
集
『
動
物
集
』
の
中
よ
り
、

作
之
助
の
観
察
眼
が
冴
え
た
「
馬
地
獄
」
の
冒
頭
。

執
筆
当
時
は
中
之
島
ま
で
市
電
を
利
用
し
、
毎
日
玉

江
橋
を
渡
っ
て
現
在
の
福
島
2
丁
目
に
あ
っ
た
新
聞

社
に
通
っ
て
い
た
作
之
助
自
身
の
感
想
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
す
ぐ
あ
と
に
は
、
作
之
助
が
た
む
ろ
し
て

い
た
喫
茶
店
の
様
子
、
川
の
水
は
濁
り
、
倉
庫
が
多

く
て
荷
馬
車
が
よ
く
通
る
と
い
っ
た
描
写
が
続
く
。

玉
江
橋
│
B

◉「
馬
地
獄
」昭
和
16
年（
1
9
4
1
）

東
よ
り
順
に
大
江
橋
、渡
辺
橋
、田
簑
橋
、

そ
し
て
玉
江
橋
ま
で
来
る
と
、

橋
の
感
じ
が
に
わ
か
に
見
す
ぼ
ら
し
い
。

　

戦
時
中
の
創
作
活
動
に
作
之
助
は
苦
し
め
ら
れ
た
。

発
禁
処
分
を
受
け
て
し
ま
う
作
品
も
多
く
、
な
ら
ば

伝
記
物
を
書
い
て
み
よ
う
と
風
潮
に
合
わ
せ
て
新
境

地
を
開
拓
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
の
は
『
五
代
友
厚
』。

大
阪
株
式
取
引
所
（
現
・
大
阪
証
券
取
引
所
）
や
大

阪
商
法
会
議
所
（
現
・
大
阪
商
工
会
議
所
）
を
創
設

し
た
大
阪
の
偉
人
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
伝
記

が
つ
く
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
呆
れ
、
自
ら
筆

を
と
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

◉『
五
代
友
厚
』昭
和
17
年（
1
9
4
2
）

五
代
友
厚
像
│
C

西
朝
陽
館
跡
│
D

ODA
SAKU
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誘
わ
れ
て
、戎
橋
の
丸
万
で
ス
キ
焼
を
し
た
。

　『夫婦善哉』の作中、蝶子は元同僚の金八
と再会し、戎橋にあった料理屋［丸萬］に「魚
すき」を食べに行く。切り詰めている蝶子
はお代が気になってしまうが、出世した金
八の前で口には出せない。どて焼きやおで
んなど、庶民的な料理が多く登場する『夫
婦善哉』の中では、珍しく少し高級な料理だ。
　「でも、敷居が高い食べ物ではなく、むし
ろ家族団欒によく使われるような、訪れや
すい店だったようです。劇場が近くにあっ
たことも手伝って、休日は家族連れでにぎ
わっていました」と八代目店主の後藤隆平
さんが、昭和初め頃の様子を教えてくれた。
作之助はもちろん、谷崎潤一郎など著名人
も多く訪れていたという。
　鰆や鯛を中心に、具だくさんの魚介を山

椒が効いた秘伝のタレに漬
け込み、ネギや豆腐と一緒
に鍋で炊く。魚を使ったす
き焼きの珍しさが受け、元
治元年（1864）の創業以来、
戎橋の［丸萬］は大繁盛し
ていた。しかし、空襲によ
って甚大な被害を受けてし

まったことで、一度は店を閉めざるを得な
くなる。
　戦後、急きょ鰻谷に場所を移した後、
2007年の再オープンの地に選んだのは北浜。
店構えも創業時の面影に似せ、奇跡的に戦
火をくぐり抜けた器や鉄鍋も現役で活躍し
ている。先頃、『夫婦善哉』の新作ドラマ放
映に合わせ、戦前と変わらぬデザインの鍋
と器を撮影資料として提供した。また、瀟
洒な洋館だった戎橋の店舗もセットで再現。

「大阪名物としてもてはやされた頃から、味
だけは変わっていません」と、後藤さんは
胸を張った。

蝶子の食べた「魚すき」。

丸萬本家
　看板商品の魚すきのコースは5,250円～。中の具は季節や
コースによって変動するので、一度問い合わせを。また、10月
末までは「夫婦セット」6,000円（要予約）が登場。ハモと穴子
を使った一品を夫婦に見立てた二皿に盛り、魚すきと一緒に
いただけるオダサクイヤー特別メニューだ。☎06-6201-4950 
5:30PM～9:00PM　日・祝休

　

天
王
寺
公
園
で
野
宿
し
た
主
人
公
の
権
右
衛
門
は
、

一
家
離
散
し
、
行
く
あ
て
も
な
く
無
一
文
。
運
良
く

雇
わ
れ
、
川
口
で
港
に
停
泊
す
る
船
舶
の
貨
物
積
み

下
ろ
し
の
仕
事
を
始
め
る
。
故
郷
の
和
歌
山
に
思
い

を
馳
せ
、
海
を
眺
め
る
日
々
。
骨
身
惜
し
ま
ず
働
く

権
右
衛
門
は
主
人
に
目
を
か
け
て
も
ら
う
が
、
商
売

を
始
め
て
み
よ
う
と
独
り
立
ち
を
決
意
す
る
。
同
年

の
芥
川
賞
候
補
に
な
っ
た
作
品
。

川
口
│
H

◉「
俗
臭
」昭
和
14
年（
1
9
3
9
）

天
王
寺
公
園
の
ベ
ン
チ
で
、

太
左
衛
門
橋
で
会
っ
た
花
子
の
こ
と
を

悲
し
く
想
い
出
し
な
が
ら
一夜
を
明
し
、

夜
が
明
け
る
と
、

川
口
の
沖
仲
仕
に
雇
わ
れ
た
。

　
「
他
の
場
所
で
買
う
よ
り
安
い
」目
的
で
通
っ
た「
京

阪
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
、
主
人
公
の
楢
雄
は
売
り
子
の

雪
絵
と
出
会
い
、
恋
人
同
士
に
な
る
。
当
時

の
京
阪
電
車
は
天
満
橋
〜
三
条

間
の
運
行
で
、
天
満
橋
は
大
阪

側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
に
ぎ
わ

っ
た
。
現
在
の
百
貨
店
の
よ
う
な

規
模
だ
っ
た
京
阪
デ
パ
ー
ト
は
、
そ

の
品
揃
え
の
豊
富
さ
か
ら
、
駅
を
利

用
す
る
勤
め
人
の
支
持
を
得
て
い
た
。

そ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

京
阪
デ
パ
ー
ト
│
I

◉『
六
白
金
星
』昭
和
21
年（
1
9
4
6
）

無
駄
な
金
は
一銭
も
使
ふ
ま
い
と
決
め
て
ゐ
た
が
、

た
だ
小
宮
町
へ
行
つ
た
帰
り
に
は

い
つ
も
天
満
の
京
阪
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

オ
ラ
ン
ダ
と
い
ふ
駄
菓
子
を
一袋
買
つ
て
ゐ
た
。

【
午
後
】

③
上
方
漫
才
作
家
で
も
あ
る
秋
田
が
、
心
斎
橋

の
吉
本
興
業
に
出
勤
。
藤
澤
や
作
之
助
ら
も
心

斎
橋
へ
向
か
う
。

　
「
秋
田
に
お
供
す
る
よ
う
に
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
連

れ
立
っ
て
西
横
堀
川
沿
い
を
歩
い
て
い
き
ま
し

た
。
中
之
島
か
ら
心
斎
橋
、
道
頓
堀
ま
で
は
、

作
之
助
の
活
動
範
囲
だ
っ
た
ん
で
す
」

④
作
之
助
、
一
行
を
抜
け
だ
し
て
ガ
ス
ビ
ル
へ
。

学
士
会
倶
楽
部
に
参
加
し
、
将
棋
を
指
す
。

　
「
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
で
は
、
将
棋
会
が
た
び
た

び
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
作
之
助
の
将
棋
好

き
は
、『
六
白
金
星
』
の
ラ
ス
ト
に
も
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
ね
」

⑤
作
之
助
、
一
行
に
再
合
流
。
心
斎
橋
や
道
頓

堀
の
風
俗
を
楽
し
む
。

　
「『
夫
婦
善
哉
』
で
印
象
的
だ
っ
た
食
べ
歩
き

は
、
実
際
に
作
之
助
が
味
わ
っ
た
も
の
ば
か
り

で
し
ょ
う
。
逆
に
あ
ま
り
登
場
し
な
い
地
域
は
、

日
常
的
に
関
わ
り
が
な
か
っ
た
エ
リ
ア
。
作
之

助
自
身
も
そ
の
殻
は
破
り
た
か
っ
た
よ
う
で
、

戦
後
は
東
京
を
舞
台
に
し
た
り
、
東
京
弁
で
書

い
て
み
た
り
と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」
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草
稿

知
ら
れ
ざ
る
島
民
の
お
宝

織
田
文
庫

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
は
、オ
ダ
サ
ク
に
ま
つ
わ
る
資
料
が
眠
っ
て
い
る
。

草
稿
か
ら
日
記
、書
簡
に
家
計
簿
ま
で
、そ
の
数
お
よ
そ
1
5
0
0
点
。

貴
重
な
中
身
を
の
ぞ
け
ば
、彼
の
生
き
た
日
々
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
名
も
ず
ば
り「
織
田
文
庫
」を
よ
り
す
ぐ
っ
て
誌
上
公
開
し
よ
う
。

取
材・文
／
江
口
由
夏

　132枚にも渡る草稿は、作之助の出世作『夫婦善
哉』。昭和15年4月に発行された同人誌『海風』に初
めて発表された後、改造社の第一回文芸推薦賞作品
として、同年7月発行の『文芸』に掲載されたこと
で広く知られることになった。残された草稿は色や
サイズも違う原稿用紙5種類にわたり、筆跡も微妙
に異なっていて、作之助の推敲した跡が見て取れる。
昨年、鹿児島にある改造社創業者・山本実彦宅から

「続夫婦善哉」の原稿が発見され、一躍話題に。も
ともと中之島図書館の織田文庫にも「続夫婦善哉」
と題された原稿用紙１枚のみが残されていたことか
ら、「どこかに続きがあるのでは」とオダサク倶楽
部を始めとするファンをやきもきさせていた。

『夫婦善哉』
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中
之
島
図
書
館
に
は
織
田
作
之
助
旧
蔵
の

資
料
約
１
５
０
０
点
を
ま
と
め
た
「
織
田
文

庫
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
資
料
群
は

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）、
作
之
助
の
実
姉

の
竹
中
タ
ツ
さ
ん
よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
年
11
月
9
日
付
で
当
館
に
受
入
さ

れ
、
11
月
17
日
に
は
当
時
の
黒
田
了
一
大
阪

府
知
事
よ
り
感
謝
状
が
謹
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
織
田
文
庫
」
に
は
、
代
表
作
『
夫

婦
善
哉
』
や
『
六
白
金
星
』『
わ
が
町
』
な

ど
の
草
稿
（
※
完
成
原
稿
に
な
る
前
の
、
推

敲
し
な
が
ら
書
か
れ
た
原
稿
）
や
、
旧
蔵
の

図
書
や
雑
誌
、
そ
し
て
創
作
の
主
題
や
そ
の

一
部
分
、
あ
る
い
は
心
に
と
ま
っ
た
だ
ろ
う

言
葉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
書
い
た
「
創

作
ノ
ー
ト
」
な
ど
、
そ
の
創
作
過
程
を
研
究

す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
作
家
と
し
て
の
活
動
を
知
る

資
料
以
外
に
も
、
昭
和
11
年
10
月
の
日
記
や
、

妻
・
一
枝
が
つ
け
た
昭
和
16
年
と
18
年
の
家

計
簿
、
友
人
・
知
人
か
ら
の
手
紙
な
ど
、
人

間
・
織
田
作
之
助
を
感
じ
ら
れ
る
資
料
も
た

く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、作
之
助
は
そ
の
エ
ッ
セ
イ『
大

阪
・
大
阪
』（『
定
本
織
田
作
之
助
全
集 

第

八
巻
』
所
収
）
の
な
か
で
、
中
之
島
図
書
館

の
思
い
出
を
語
っ
て
い
ま
す
。「
中
学
校
へ

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館　

大
阪
資
料
・
古
典
籍
課

小
笠
原
弘
之
さ
ん

織
田
文
庫
の
リ
レ
キ
。

執
筆
資
料　文楽や浄瑠璃といった芸能を好んだ作之助。寄贈

された資料の中には、作品に取り入れられた趣味書
もたくさんあった。たとえば『絵本太功記 尼ケ崎
の段』は、十三段あるうちの十段目ということから

「太十」と親しまれ、『夫婦善哉』のラストで柳吉が
披露。高価な資料は天牛書店を始めとする古書店で
購入することも。熱心な書き込みや、裏表紙折り返
しなどに購入店や日付を記入する几帳面さを見せる。
他にも、先輩作家の藤澤桓夫に影響された将棋や俳
句にまつわる蔵書が集う。

趣味が詰まったオダサクの本棚。

　対照的な兄弟の運命を描いた『六白金星』（写真左）
の草稿は29枚。戦時中は検閲も厳しくなり、多くの
作家の原稿に削除勧告が出される中、戦中の昭和15
年に完成した作之助の作品も例外ではなかった。結
局、書き出しや細かいエピソードを変更した原稿を
昭和21年に発表した。作之助はその後書きで、かつ
て同じような材料で書いたが世に出すことはなかっ
たと残念そうに語っている。
　『ろくろ首』（写真右）は作者が「野田丈六」となっ
ているが、これは作之助自身が南河内郡野田村丈六
に住んでいたことに由来したペンネーム。ろくろ首
は作之助の作品にたびたび現れるモチーフで、見世
物小屋を連想させることから検閲に引っかかってし
まう恐れがあるため、本名を隠したと考えられてい
る。戦後、『見世物』のタイトルで発表された。

『六白金星』と『ろくろ首』

ODA
SAKU
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教
科
書

家
計
簿

日
記
・
創
作
ノ
ー
ト
・
書
簡

　昭和16年と昭和18年の織田家を知ることができる、
妻の一枝が記入し続けた家計簿。年を経るごとに持
病の結核が悪化していく作之助だったが、執筆活動
を休止することはなかった。一枝はそんな夫のため
にバランスの良い食事を心がけ、肉や魚、野菜など
幅広い食材を購入している。他のページには原稿料
や、作之助の趣味である競馬やタバコにつぎ込んだ
金銭も余すことなく記されている。決して裕福では
ない中で、妻の献身があったからこそ、作之助の名
作が生まれているのだ。

オダサクを支えた妻の記録。

　昭和５年（1930）に発行された英語の教科書。よ
く遊んだ新聞記者時代からは考えられないほど、学
生時代は勉強熱心で几帳面だった様子が教科書の書
き込みから判明。意味がわからない単語は逐一記し、
読了した日付やサインも残していく。自身のエッセ
イにも、地下鉄の工事がうるさくて中之島図書館で
の受験勉強に集中できない、と書かれていた。と言
いつつも、全期を通して優等生だったわけでなく、
１学期のみ全力投球するタイプの学生だったらしい。

学生時代を物語る勉学の跡。

　筆まめだった作之助は、妻のことや、東京と大阪
を行き来した忙しい日々を日記に残したりもしてい
る。また、思い浮かんだフレーズや主題も薄い小型
ノートにメモ。短い創作活動中に、そういったメモ
が活かされたのかどうか。筆まめな性分は書簡のや
り取りでも顕著で、先輩作家である宇野浩二との間
では、30通以上の書簡が残されている。中身は体調
の善し悪しや、新しい作品の感想、寄稿の御礼など。
また、「東京における作之助の評判が良い」ことに
触れた、実姉に宛てた近況報告の書簡も。

三度の飯より、書き物好き？！

は
い
り
、
だ
ん
だ
ん
生
意
気
に
な
っ
て
高
等

学
校
の
試
験
準
備
に
中
之
島
の
図
書
館
へ
通

い
出
す
こ
ろ
（
中
略
）
当
時
、
中
之
島
図
書

館
の
横
の
方
で
、
し
き
り
に
地
下
鉄
の
工
事

を
や
っ
て
お
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
音
が
耳
を

た
た
き
わ
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
来
て
、
勉
強

も
何
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

が
、
し
か
し
首
尾
よ
く
京
都
の
三
高
に
入
学

で
き 

（
後
略
）」  

受
験
勉
強
以
外
に
も
調
べ

も
の
な
ど
で
中
之
島
図
書
館
を
利
用
し
、
作

品
の
中
で
も
た
び
た
び
中
之
島
が
登
場
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
資
料
を
ご
寄
贈
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、昭
和
54
年
1
月
に「
織

田
文
庫
」
が
誕
生
し
ま
す
。
以
来
、
作
之
助

の
研
究
者
・
愛
好
家
は
も
と
よ
り
、
大
変
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特

に
、
今
年
作
之
助
が
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え

る
こ
と
も
あ
り
、「
織
田
文
庫
」
資
料
を
閲

覧
し
、
大
阪
が
生
ん
だ
作
家
・
織
田
作
之
助

と
そ
の
文
学
を
研
究
さ
れ
る
方
は
ま
す
ま
す

増
え
て
い
ま
す
。

ODA
SAKU

　

大
阪
歴
史
博
物
館
で
は
、10
月
18
日（
金
）ま
で
特
別
企

画
展「
生
誕
１
０
０
年
記
念　

織
田
作
之
助
と
大
大
阪
」が

開
催
中
。中
之
島
図
書
館
の「
織
田
文
庫
」か
ら
も
数
多
く

の
資
料
が
出
展
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、全
国
各
地
か
ら
オ
ダ

サ
ク
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。「
織
田
文
庫
」に
収
録
さ
れ

て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
、ご
く
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る

『
夫
婦
善
哉
』の
草
稿
や
日
記
な
ど
の
ほ
か
、写
真
、衣
服
な

ど
も
展
示
。ま
た
、会
期
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。ま
さ
に“
織
田
作
之
助
１
０
０
年
”に
ふ
さ
わ
し

い
、今
回
限
り
の
展
示
だ
。ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
！

◉
歴
博
に「
織
田
文
庫
」が
登
場
!

 「
織
田
文
庫
目
録
」web

版

http://w
w

w
.library.pref.osaka.jp/

nakato/osaka/oda-bunko/oda_top.htm
l

京阪電車中之島線が開業したのは2008年10月のこと。
それ以降の大きな変化は、中之島が「住む街」としても知られるようになった点だろう。
2本の川の両岸を含め、タワーマンショが多く建ち、たくさんの人が移り住むようになってきた。
鉄道が開業した利便性に加え、中之島公園や護岸・船着場などの整備、
新しいビルの開業と、都市景観が生まれ変わったことによって、
場所としての魅力が高まり、人が集まる環境が整いつつある。
中之島線開業からいよいよ5周年を迎えるにあたり、これまで『月刊島民』に
ご登場いただいた人の証言からこの街がどのように変わっていったのか、ふり返ってみよう。

盛りだくさん!  中之島線開業5周年記念イベント
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京阪電車中之島線が開業したのは2008年10月のこと。
それ以降の大きな変化は、中之島が「住む街」としても知られるようになった点だろう。
2本の川の両岸を含め、タワーマンションが多く建ち、たくさんの人が移り住むようになってきた。
鉄道が開業した利便性に加え、中之島公園や護岸・船着場などの整備、
新しいビルの開業と、都市景観が生まれ変わったことによって、
場所としての魅力が高まり、人が集まる環境が整いつつある。
中之島線開業からいよいよ5周年を迎えるにあたり、これまで『月刊島民』に
ご登場いただいた人の証言からこの街がどのように変わっていったのか、ふり返ってみよう。

働く街から、
住み、集う街へ。

上
 〈月刊島民 短期集中連載〉
京阪電車中之島線 開業5周年企画

中之島の
5年を
ふり返る。
取材・文／松本 創　大迫 力（本誌）

盛りだくさん!  中之島線開業5周年記念イベント
10/1（火）～11/4（月・祝） 記念パネル展
景観にとけ込むよう、素材・デザインにこだわった駅や開業後の街の様子等を写真で紹介します。
日時／10月１日（火）～11月４日（月・祝）　場所／中之島駅改札外コンコース・インフォメーションギャラリー

10/6（日） アートエリアＢ1開設5周年記念 Touch The Orchestra in 京阪電車 ～クラシックを体感しよう～
【第1部】「貸切電車で楽器に触ってみよう」
中之島駅留め置き車両内で日本センチュリー交響楽団の指導を受けながら楽器に触って演奏を体験します（ヴァイオリン、チェロ、コントラバス、オーボエ、クラリネット、ホル
ン、チューバ、打楽器）。日時／10月６日（日）1:10PM～2:00PM　参加費／1,000円　定員／120名　※事前申し込み制

【第2部】「プロの演奏を間近で聴ける!  メガミュージックカフェ」
プロの演奏技術や生の音を、通常では体験できない距離で見て、聴いていただくミニコンサートです。今までにない楽しみ方をしてみてください。
日時／10月６日（日）2:45PM～3:45PM　参加費／無料　定員／150名　※申し込み不要

◎第１部の申し込み方法など詳しくは京阪電車のホームページを参照。
http://www.keihan.co.jp/traffi  c/specialtrain-goods/event_5th-artareab1/

10/19（土） 京阪電車オリジナルグッズ販売会＆きかんしゃトーマス撮影会
開業記念日の中之島駅では、中之島線開業5周年を記念した京阪電車オリジナルグッズ販売会やきかんしゃトーマスとの写真撮影会を実施します。
日時／10月19日（土）10:00AM～3:00PM　場所／中之島駅改札外コンコース
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「
大
阪
市
北
区
中
之
島
」
の
町
名
は
１

丁
目
か
ら
６
丁
目
ま
で
あ
り
、
昨
年
9
月

末
の
住
民
登
録
に
よ
る
と
、
３
４
７
世
帯

５
５
３
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
─
─
２
０

０
８
年
８
月
発
行
の
月
刊
島
民
創
刊
号
は

そ
う
報
じ
て
い
る
。
そ
れ
が
今
年
３
月
現

在
で
は
６
８
２
世
帯
１
１
６
３
人
。
５
年

半
で
２
倍
に
な
っ
た
。
近
年
、
人
口
増
加

傾
向
に
あ
る
北
区
の
中
で
見
れ
ば
そ
れ
ほ

ど
目
立
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
住

む
街
で
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
新
し
い

「
住
民
」
が
増
え
て
き
た
の
は
、
大
き
な

変
化
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

中
之
島
で
半
世
紀
近
く
不
動
産
業
を
営

み
、
生
粋
の
島
民
と
し
て
地
元
町
会
の
役

員
も
務
め
る
桐
生
幸
之
介
さ
ん
は
、
そ
の

要
因
を
こ
う
解
説
す
る
。

　
「
京
阪
中
之
島
線
の
開
業
に
前
後
し
て

建
設
さ
れ
た
［
グ
ラ
ン
ス
イ
ー
ト
中
之
島
］

（
１
４
１
戸
）
と
［
Ｎ
４
・
タ
ワ
ー
］（
３

４
３
戸
）
と
い
う
２
棟
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

ョ
ン
で
す
ね
。
そ
れ
以
前
も
小
規
模
な
マ

ン
シ
ョ
ン
や
ワ
ン
ル
ー
ム
は
ち
ょ
こ
ち
ょ

こ
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
地
価
の
下
落
も
あ

っ
て
、
大
企
業
が
社
員
ク
ラ
ブ
な
ど
に
使

っ
て
い
た
広
い
土
地
を
手
放
し
始
め
た
。

そ
こ
へ
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
規
模
の

マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
が
浮
上
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
は
も
ち

ろ
ん
京
阪
電
車
の
新
線
。
中
之
島
対
岸
の

福
島
や
江
戸
堀
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が

増
え
て
き
た
の
も
、
広
い
意
味
で
は
新
線

効
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」

　

重
要
な
の
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
住
宅

が
で
き
た
こ
と
。
つ
ま
り
、「
寝
に
帰
る

だ
け
」
で
な
く
、
こ
こ
で
日
々
の
生
活
を

送
り
、
子
供
を
育
て
る
世
帯
が
入
居
し
て

き
た
こ
と
だ
と
い
う
。「
僕
が
子
供
だ
っ

た
昭
和
30
年
代
な
ん
か
、
緑
の
な
い
灰
色

の
風
景
で
、
夕
方
５
時
以
降
は
ネ
コ
一
匹

歩
か
な
い
よ
う
な
寂
し
さ
だ
っ
た
」
と
桐

生
さ
ん
。「
生
活
す
る
人
が
増
え
れ
ば
、

自
然
と
に
ぎ
わ
い
が
で
き
、
街
が
明
る
く
、

治
安
も
良
く
な
る
。
新
し
く
移
っ
て
き
た

人
に
聞
く
と
、
川
と
緑
が
あ
り
、
視
界
が

広
々
と
開
け
た
環
境
に
惹
か
れ
た
と
い
う

声
が
多
い
。
そ
れ
か
ら
、
中
之
島
と
い
う

地
名
が
持
つ
グ
レ
ー
ド
感
。
住
む
街
と
し

て
憧
れ
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
地
元
の

人
間
と
し
て
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」。

　

町
会
も
新
し
い
住
民
を
歓
迎
し
て
い
る
。

毎
年
、
大
阪
市
立
科
学
館
前
の
広
場
で
開

く
観
月
会
や
お
花
見
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
。
そ
の
輪
の
中
に
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

の
姿
も
交
じ
り
始
め
た
。
昨
年
末
に
は
、

町
会
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
中
断
し
て
い
た

も
ち
つ
き
大
会
を
３
年
ぶ
り
に
復
活
。「
子

供
だ
け
で
30
～
40
人
も
来
ま
し
て
ね
。
す

ご
く
に
ぎ
や
か
で
し
た
」
と
桐
生
さ
ん
は

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　
「
日
々
の
買
い
物
に
は
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
も
で
き
て
き
ま
し
た
し
、
最
近
は

宅
配
も
充
実
し
て
い
る
。
橋
を
一
本
渡
れ

ば
、
飲
食
店
が
安
く
て
豊
富
な
福
島
区
や

西
区
も
す
ぐ
。
ま
あ
私
ら
古
い
住
民
は
、

中
央
卸
売
市
場
に
出
か
け
て
食
材
を
買
っ

た
り
す
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
中
之

島
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
方
を
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
新
し
い
方
々
に
伝
え
て
い
き
た
い

し
、
楽
し
ん
で
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
ね
」

5
年
間
で
世
帯
数
は
倍
増
。

島民の声.1

街なか「シマ暮らし」の
楽しみ。
桐生幸之介（きりう不動産信託社長）

「
子
育
て
世
代
」の
新
住
民
。
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中
之
島
が
２
本
の
川
に
挟
ま
れ
た
シ
マ

で
あ
る
と
い
う
、
考
え
て
み
れ
ば
当
た
り

前
の
事
実
を
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
意
識
し

て
い
た
だ
ろ
う
。
都
心
に
は
珍
し
い
恵
ま

れ
た
環
境
に
多
く
の
人
が
気
づ
き
、
目
が

向
い
た
こ
と
が
、
こ
の
５
年
の
い
ち
ば
ん

大
き
な
変
化
だ
っ
た
と
末
村
巧
さ
ん
は
言

う
。
大
阪
の
人
び
と
が
日
常
的
に
川
を
使

い
、
水
辺
を
楽
し
む
こ
と
を
目
指
し
て
２

０
０
３
年
に
仲
間
た
ち
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
水
辺

の
ま
ち
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
提
言
を
続

け
て
き
た
水
辺
の
仕
掛
け
人
で
あ
る
。

　
「
中
之
島
東
端
の
天
満
橋
あ
た
り
と
渡

辺
橋
以
西
の
エ
リ
ア
が
ひ
と
つ
な
が
り
だ

と
い
う
感
覚
は
、
一
般
の
人
に
は
薄
か
っ

た
で
し
ょ
う
ね
。
僕
ら
は
、
た
と
え
ば
舟

運
ま
つ
り
の
時
に
天
満
橋
か
ら
大
阪
ド
ー

ム
ま
で
水
上
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ
た
り
し

て
、
川
で
つ
な
が
っ
て
る
こ
と
を
実
感
し

て
も
ら
お
う
と
し
て
た
ん
で
す
が
、
京
阪

電
車
の
中
之
島
線
は
東
西
に
軸
を
通
し
、

そ
れ
を
目
に
見
え
る
形
に
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
こ
の
下
を
電
車
が
走
っ
て
る
、

地
続
き
な
ん
だ
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
て

き
た
の
は
、
街
に
と
っ
て
大
き
い
と
思
う

ん
で
す
よ
」

　

そ
の
水
上
タ
ク
シ
ー
を
は
じ
め
、
台
船

を
使
っ
た
水
上
カ
フ
ェ
、
川
の
見
え
る
物

件
を
専
門
に
紹
介
す
る
水
辺
不
動
産
、
水

辺
の
ラ
ン
チ
や
ツ
ア
ー
。
楽
し
く
も
地
道

な
仕
掛
け
を
続
け
る
末
村
さ
ん
た
ち
に
追

い
風
と
な
っ
た
の
が
、
中
之
島
線
開
通
に

伴
う
川
べ
り
の
遊
歩
道
や
公
園
の
整
備
で

あ
り
、［
川
の
駅
は
ち
け
ん
や
］
の
開
業

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
２
０
０
９
年
か
ら

始
ま
っ
た
「
水
都
大
阪
フ
ェ
ス
」
だ
っ
た
。

毎
年
秋
に
数
々
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
、
川
を
臨
む
店
に
テ
ラ
ス
席
を
設
け
る

「
北
浜
テ
ラ
ス
」
は
当
初
、
期
間
限
定
の

社
会
実
験
だ
っ
た
が
、
今
や
す
っ
か
り
定

着
し
た
。

　
「
行
政
頼
み
の
大
が
か
り
な
も
の
だ
け

で
な
く
、
中
之
島
公
園
で
の
朝
ヨ
ガ
と
か
、

パ
ド
ル
ボ
ー
ト
の
水
上
散
歩
と
か
、
自
由

な
発
想
で
川
や
水
辺
を
使
う
人
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
定
員
10
人
程
度
の
小
さ
な
観

光
船
が
増
え
、
シ
テ
ィ
ク
ル
ー
ズ
協
議
会

が
発
足
し
た
の
も
明
る
い
動
き
。
そ
う
い

う
〝
水
辺
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
〟
を
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
ど
ん
増
や
し
た
い
。
川
や
水
辺
と

い
う
の
は
、
誰
で
も
使
え
る
公
共
空
間
な

ん
で
す
か
ら
」

　

末
村
さ
ん
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
発
足
か
ら

数
年
間
、「
き
っ
と
水
辺
が
好
き
に
な
る
」

と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て
い
た
。

川
の
あ
る
風
景
を
ま
ず
見
て
も
ら
お
う
、

一
度
足
を
運
び
、
そ
の
豊
か
さ
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
と
い
う
意
図
を
込
め
た
。
そ
れ

を
２
年
ほ
ど
前
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
水
辺
」

と
い
う
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
に
変
え
た
。「
気

づ
く
」
段
階
か
ら
「
自
由
に
使
う
」
段
階

へ
入
っ
た
と
感
じ
た
か
ら
だ
。「
個
人
的

に
は
、
誰
か
芝
居
と
か
や
っ
て
く
れ
た
ら

な
、
と
。
僕
の
事
務
所
の
窓
の
外
に
は
、

円
形
劇
場
風
の
空
間
が
あ
り
ま
す
し
」
と

い
う
末
村
さ
ん
。
今
年
の
春
か
ら
は
月
に

１
回
、
夜
の
川
べ
り
に
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
、

「
水
辺
ダ
イ
ナ
ー
」
と
称
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ

ン
バ
ー
た
ち
と
作
戦
会
議
を
開
い
て
い
る
。

水
辺
の
良
さ
を
地
道
に
伝
え
る
。

島民の声.2

川と水辺を使おう。
 もっと自由に。
末村 巧（水辺のまち再生プロジェクト）

水
辺
を「
使
う
」段
階
へ
。
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大
阪
全
体
が
新
し
い
目
玉
施
設
の
オ
ー

プ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
に
あ
る
中
、
中
之
島
に
お

い
て
も
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
昨
年
11

月
に
開
業
し
た
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

タ
ワ
ー
と
、
今
年
7
月
に
再
オ
ー
プ
ン
を

果
た
し
た
ダ
イ
ビ
ル
本
館
で
あ
る
。
そ
の

特
徴
に
つ
い
て
建
築
家
の
髙
岡
伸
一
さ
ん

に
聞
い
た
。

　

ま
ず
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
に
つ
い

て
は
、“
回
遊
性
”
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
よ
う
だ
。

　
「
従
来
は
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
仕
掛
け
は

ホ
ー
ル
だ
け
で
し
た
が
、
普
段
使
い
で
き

る
飲
食
店
や
物
販
を
入
れ
る
こ
と
で
、
館

内
で
の
滞
留
時
間
を
増
や
そ
う
と
い
う
意

図
が
見
え
ま
す
。
ま
た
平
面
的
な
回
遊
性

だ
け
で
は
な
く
、
最
上
階
や
中
層
部
に
も

お
店
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
て

き
て
、
立
体
的
な
回
遊
性
も
生
み
出
し
て

い
る
。
日
本
の
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の

一
つ
の
ト
レ
ン
ド
で
す
」

　

一
方
、
ダ
イ
ビ
ル
本
館
に
関
し
て
は
、

や
は
り
外
壁
の
保
存
に
着
目
す
る
。

　
「
保
存
し
て
ほ
し
い
と
い
う
周
囲
の
声

だ
け
で
な
く
、
創
業
の
地
で
あ
る
中
之
島

の
大
切
さ
や
、
歴
史
を
継
承
す
る
こ
と
が

会
社
に
と
っ
て
も
重

要
だ
と
気
が
つ
い
た

の
で
し
ょ
う
。
外
壁

の
レ
ン
ガ
を
外
し
て

も
う
一
度
付
け
直
す

と
い
う
気
が
遠
く
な

り
そ
う
な
作
業
を
採

用
し
た
と
こ
ろ
に
、

と
て
も
強
い
気
概
を

感
じ
ま
す
」

　

本
誌
で
は
ど
ち
ら
も
詳
報
を
お
届
け
し

た
が
、
そ
の
取
材
の
中
で
強
く
感
じ
た
の

は
、
働
く
人
な
ど
日
常
的
に
中
之
島
に
通

う
人
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
人
を
呼
び
込

も
う
と
す
る
明
確
な
意
図
で
あ
る
。
単
一

機
能
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
は
な
い
多
様

性
・
多
面
性
を
持
っ
た
建
築
は
、
こ
れ
ま

で
の
中
之
島
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
「
中
央
公
会
堂
や
中
之
島
図
書
館
は
別

と
し
て
、
最
近
ま
で
の
中
之
島
、
特
に
西

側
に
は
“
外
の
顔
”
と
い
う
も
の
が
な
か

っ
た
。
歩
道
か
ら
は
川
も
見
え
ず
、
歩
い

て
い
る
時
に
何
か
印
象
に
残
る
シ
ー
ン
が

あ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
の
地
上
部
分
に
あ

る
大
き
な
回
廊
や
ダ
イ

ビ
ル
本
館
前
の
テ
ラ
ス

を
見
る
と
、
歩
く
人
の

目
に
映
る
景
観
を
意
識

し
た
街
の
つ
く
り
方
を

目
指
し
、
そ
こ
に
建
築

が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か
を
考
え
て
設
計
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
」

　

大
阪
市
立
近
代
美
術

館
（
仮
称
）
を
は
じ
め
、

今
後
も
中
之
島
の
西
部

に
は
大
き
な
開
発
の
動

き
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
中
で
、
何
を
建
て
る
か
に
限
ら
ず
、
外

部
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
結
ん
で

い
く
の
か
も
大
切
だ
と
髙
岡
さ
ん
は
指
摘

す
る
。
民
間
企
業
だ
け
で
な
く
、
大
阪
府・

市
が
進
め
る
橋
梁
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
遊

歩
道
の
整
備
な
ど
も
含
め
、
歩
い
て
楽
し

い
都
市
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
。

　

中
之
島
の
将
来
の
景
観
を
考
え
る
中
で
、

髙
岡
さ
ん
は
大
事
な
指
摘
を
付
け
加
え
た
。

　
「
東
京
の
よ
う
な
常
に
最
新
で
あ
る
こ

と
が
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
る
都
市
の
あ
り
方

は
、
中
之
島
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
良

き
に
し
ろ
悪
し
き
に
し
ろ
、
中
之
島
の
持

つ
古
い
部
分
と
ど
う
折
り
合
い
を
付
け
、

新
し
い
も
の
を
挿
入
し
て
い
く
の
か
。
そ

の
こ
と
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
」。

二
つ
の
ビ
ル
に
見
る
変
化
。

多
様
性
を
持
っ
た
建
築
の
登
場
。

島民の声.3

 〝中之島建築〟の
変化とこれから。
髙岡伸一（建築家）
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◉
今
月
の
授
業

 

新
潟
の
米

海
と
山
、水
田
の
恵
み
と
う
ま
い
酒
…

新
潟
│
大
阪〝
直
通
列
車
〞的
ゼ
ミ
。

　

イ
カ
の
丸
干
し
、
米
、
お
か
き
、
鮭
、
へ
ぎ

そ
ば
、
か
ん
ず
り
、
地
酒
…
…
関
西
人
に
は
な

じ
み
が
薄
い
け
ど
、
新
潟
は
味
覚
の
宝
庫
。
背

景
に
は
妙
高
山
や
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
、
佐
渡
、

南
魚
沼
、
長
岡
な
ど
自
然
の
恵
み
が
あ
る
。
そ

し
て
上
杉
謙
信
、
直
江
兼
続
、
河
井
継
之
助
ら

が
紡
い
だ
歴
史
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

平
成
27
年
（
2
0
1
5
）
春
に
北
陸
新
幹
線

（
金
沢
─
長
野
間
）
が
開
通
し
、
上
越
・
妙
高

な
ど
新
潟
県
西
部
に
大
阪
か
ら
３
時
間
半
で
行

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
新
潟
の
え
え

と
こ
･
う
ま
い
も
ん
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
か
つ

て
は
１
日
何
便
か
大
阪
─
新
潟
間
を
行
き
来
し
、

1
9
7
3
年
か
ら
連
載
が
続
い
て
い
る
水
島
新

司
の
人
気
漫
画
『
あ
ぶ
さ
ん
』（
主
人
公
は
新

潟
県
出
身
で
南
海
ホ
ー
ク
ス
に
入
団
）
に
も

度
々
登
場
し
た
「
直
通
列
車
」
に
代
わ
る
新
し

い
交
流
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

第
１
回
講
師
は
「
大
衆
食
堂
の
詩
人
」
と
呼

ば
れ
る
エ
ン
テ
ツ
こ
と
遠
藤
哲
夫
さ
ん
。「
腹

一
杯
め
し
を
食
っ
て
元
気
に
な
る
」
こ
と
を
彼

ほ
ど
生
き
生
き
と
書
け
る
人
は
ち
ょ
っ
と
い
ま

せ
ん
。
エ
ン
テ
ツ
さ
ん
の
ル
ー
ツ
「
新
潟
･
南

魚
沼
の
米
」
の
話
を
た
っ
ぷ
り
と
。
お
腹
が
減

っ
て
死
に
そ
う
に
な
っ
て
も
ご
辛
抱
を
！

日時／2013年10月30日（水） 
　　　6:30PM～8:00PM（開場6:00PM）
会場／アサヒ ラボ･ガーデン（大阪富国生命ビル4F）
受講料／無料（新潟県のお土産付き）　定員／30名
主催／新潟のええとこ・うまいもんゼミナール事務局
後援／公益社団法人新潟県観光協会
協力／アサヒ ラボ･ガーデン、関西食ビジネス研究会

お名前・ご住所・電話番号を明記のうえ、下記までハ
ガキ、ファックス、もしくはナカノシマ大学ＨＰ内の応募
フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の
必要事項を明記してください。ハガキ、ファックスでお
申し込みの方は、講座名を必ずお書き添えください。
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビ
ル4階「関西にいがたゼミ」受付係　FAX.06-4799-
1341　※先着順で受付を確認し次第、順次、受講
票をお送りします。定員に達し次第締切。

「炊きたて白飯の卵かけご飯こそ、新潟の至宝! 」

続々登場!  
大阪人が心震わす
新潟の魅力語りの
講師陣
第2回 11.27（水）　
小林明子（ライター）

第3回 12.18（水）　
岩佐十良（『自遊人』編集長）

第4回 1.29（水）　
桂梅團治（落語家）

第5回 2.26（水）　
葉石かおり（利き酒師）　
※会場は未定

◉第1回～第4回の会場は
梅田･富国生命ビル4Fの多目的
スペース「アサヒ ラボ･ガーデン」。
会社員のランチ会にも打ち合わ
せにもおひとりさま勉強スペース
にも、買い物途中の憩いの場に
も使われています。定期的に行
われるセミナーも要チェック。７月
のナカノシマ大学「国産ビール～
大阪の夜明け」もここで開催。
☎06-6926-4070　　
11:00AM～8:00PM　日曜休 
http://www.asahigroup-
holdings.com/research/
labgarden/

えんどう･てつお
新潟県南魚沼郡六日町（現･南魚沼市）出身、さいたま市在住。法政
大学を中退し旅行代理店に就職した際に「営業所をつくれ」と１年
間大阪に勤務し、「大衆めし」の豊かさに目覚める。全国のめし屋に
熱いエールを送る「大衆食堂の詩人」で、雑誌の取材でも度々来阪。
著書に『大衆食堂パラダイス』（ちくま文庫）、『大衆めし 激動の戦後
史』（ちくま新書）ほか。今年70歳とは思えぬパワーに圧倒されるべし。

炊きたて白ご飯にちょこっと梅味噌をのせるだけで「ごっつぉ」になるのが新潟の魔力だ！

関
西
人
の
た
め
の

 「
新
潟
の
え
え
と
こ
・
う
ま
い
も
ん
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

を
5
ヵ
月
連
続
で
開
催
し
ま
す
。

第
1
回「
新
潟
の
米
〜
炊
き
た
て
白
飯
の
卵
か
け
ご
飯
こ
そ
、新
潟
の
至
宝
!
」 

講
師
／
遠
藤
哲
夫

る
大
き
な
回
廊
や
ダ
イ

ビ
ル
本
館
前
の
テ
ラ
ス

を
見
る
と
、
歩
く
人
の

目
に
映
る
景
観
を
意
識

し
た
街
の
つ
く
り
方
を

目
指
し
、
そ
こ
に
建
築

が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か
を
考
え
て
設
計
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
」

　

大
阪
市
立
近
代
美
術

館
（
仮
称
）
を
は
じ
め
、

今
後
も
中
之
島
の
西
部

に
は
大
き
な
開
発
の
動

き
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
中
で
、
何
を
建
て
る
か
に
限
ら
ず
、
外

部
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
結
ん
で

い
く
の
か
も
大
切
だ
と
髙
岡
さ
ん
は
指
摘

す
る
。
民
間
企
業
だ
け
で
な
く
、
大
阪
府・

市
が
進
め
る
橋
梁
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
遊

歩
道
の
整
備
な
ど
も
含
め
、
歩
い
て
楽
し

い
都
市
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
。

　

中
之
島
の
将
来
の
景
観
を
考
え
る
中
で
、

髙
岡
さ
ん
は
大
事
な
指
摘
を
付
け
加
え
た
。

　
「
東
京
の
よ
う
な
常
に
最
新
で
あ
る
こ

と
が
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
る
都
市
の
あ
り
方

は
、
中
之
島
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
良

き
に
し
ろ
悪
し
き
に
し
ろ
、
中
之
島
の
持

つ
古
い
部
分
と
ど
う
折
り
合
い
を
付
け
、

新
し
い
も
の
を
挿
入
し
て
い
く
の
か
。
そ

の
こ
と
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
」。
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日時／2013年11月13日（水） 
7:00PM～8:30PM

会場／ダイビル本館 ４階カフェテリア　
定員／50名
受講料／1,500円
主催／ダイビル株式会社　
　　　ナカノシマ大学事務局

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学11月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

 「ダイビル本館 建設秘話ツアー」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

歴史を継承するための建築秘話のレクチャーと、
現地見学会で新生ダイビル本館の魅力を体感しよう。
　大阪随一の名ビルとも言われる中之島
のダイビル本館が、７月に再オープンを
果たした。その様子は９月号でもたっぷ
り特集したが、やはり足を運んで、自分
の目で見て生まれ変わったダイビルを体
感してほしい。というわけで、再オープ
ンしたダイビルをめぐるツアーを開催す

ることになった。
　実際にビルの工事に携わった方から、
旧ビルの歴史を継承するにあたっての苦
労話や、新しく生まれ変わった部分など
建築にまつわるお話をうかがう。それを
踏まえて、１～２階のエントランスや「ダ
イビルサロン1923」などビルの中を歩

いて見学できる。
　大正14年（1925）の竣工以来、大阪
の人たちを魅了し続けてきたダイビル。
島民諸君、中之島に名建築が帰ってきた
ことを、思う存分楽しんで祝おう！

2013年11月講座
ダイビル株式会社×ナカノシマ大学

 「ダイビル本館 建設秘話ツアー」
講師／勝山 太郎（株式会社日建設計 設計部部長）

        上田 貴幸（ダイビル株式会社 建設・技術統括部課長）

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

仏教を描いた絵画から
読み取れるものを探る新シリーズ。
第2回は、仏がこの世に現れる
様子を描いた「来迎図」。

再オープンを
祝おう!

◎今月の授業

 【ダイビル】
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日時／2013年11月26日（火） 
7:00PM〜8:30PM頃（開場6:30PM〜）

会場／龍谷大学 大阪梅田キャンパス
受講料／2,000円
定員／80名
主催／龍谷大学エクステンションセンター　
　　　ナカノシマ大学事務局

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「龍谷大学コラボ講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「絵解き」仏教あんない

「キジル・マーヤー洞窟画」
古代インドでは「パタ」と呼ばれる布絵を使って絵解きが行われていた。中国新疆クチャ近郊にあるキジル石窟
壁画には、絵解きの原点とも言うべきその様子が残されている。布絵には釈迦の生涯が描かれているという。

×

大学名ロゴタイプの下合わせ

大学名ロゴタイプの左合わせ

龍谷ミュージアムで開催中！
「極楽へのいざないー練り供養をめぐる美術ー」
さまざまな種類の来迎図のほか、来迎の様子を実演によって表現した「練り供
養」の世界を明らかにする展示など、仏教総合博物館らしい特別展。
10月20日（日）まで開催中。http://museum.ryukoku.ac.jp/index.php

 「絵解き」仏教あんない ～見て、聴いて、学ぶ仏教の世界～
◎第2回「来迎図を見る」
対談／入澤 崇（龍谷大学 龍谷ミュージアム館長）

　　　釈 徹宗（相愛大学教授・浄土真宗本願寺派如来寺住職）

龍谷大学の公開講座「RECコミュニティカレッジ」
龍谷エクステンションセンター（「Ryukoku Extension Center＝「REC」）は、

龍谷大学が374年の歴史の中で培ってきた教育・研究成果を、地域社会に普及することを目的につくられた組織です。
地域に開かれた大学を目指して1992年にスタートした市民向け生涯学習講座「RECコミュニティカレッジ」は、

「仏教・こころ」「文化・歴史」「文学」といったコースに年間約440講座を配し、皆さまの知的欲求にお応えしています。龍谷ミュージアム提供講座もその一つ。
日本初の仏教総合博物館「龍谷ミュージアム」での研究成果をもとに、仏教の世界をわかりやすく解説しています。

◎RECコミュニティカレッジは大阪梅田・京都・滋賀のキャンパスで開講しています。☎06-6344-0284　http://rec-ryukoku.jp/

仏教を描いた絵画から
読み取れるものを探る新シリーズ。
第2回は、仏がこの世に現れる
様子を描いた「来迎図」。
　仏教絵画を解説することで、仏教を多
くの人々に広める営みを「絵解き」と呼
ぶ。その絵には描いた人々の思想や感情
が込められており、そこからさまざまな
意味や時代背景が導き出せる。
　８月に続いてお送りする第２回目の講
座では、「来迎図」をテーマに展開する。
来迎図とは、死後に浄土へ向かいたいと
願う人の臨終の際に、阿弥陀如来がこの
世に迎えにやって来る様子を描いたもの。
臨終におけるこうした考え方は、日本で
平安時代中期より広く浸透し、来迎を願
う強い思いは浄土教美術の源泉となって
きた。つまり、日本人の死生観の特徴がよ
く表されている絵画と言っても良さそうだ。
　一見、難しそうで退屈に見える仏教絵
画も、ビジュアルによってわかりやすい
ように作られた〝初心者向け〟のもの。
絵で見て学ぶ、ちょっと変わった仏教案
内です！
Albert Grünwedel,Alt-Kutscha
:archäologische und religionsgeschichtliche Forschungen 
an Tempera-Gemälden aus Buddhistischen Höhlen der 
ersten acht Jahrhunderte nach Christi Geburt より

「キジル・マーヤー洞窟画」の図
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第８回 Nakanoshima-style.com フォトコンテスト
応募規定／デジタルカメラ、携帯電話などで撮影されたデジタルデータ（ファイル形式：JPEG、
GIFなど　ファイルサイズ：２MBまで）を１人５点まで応募可能。パソコン、携帯電話などからメ
ール添付で下記の宛先まで送信（郵送での応募は不可）
応募方法／応募メール本文に、「作品名」「撮影場所（簡単に）」「名前（ニ
ックネーム可）」「賞品の送り先（郵便番号、住所、氏名、電話番号）」を記
入すること
送付先／oubo@nakanoshima-style.com　期間／11月24日（日）まで
詳しくはhttp://www.nakanoshima-style.comまで

ト
ウ
ミ
ン
月
報

　

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
に
竣

工
し
た
中
之
島
の
文
化
の
シ
ン
ボ

ル
、
大
阪
市
中
央
公
会
堂
。
近
年

は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
近

代
建
築
の
美
し
さ
を
写
真
に
収
め

た
り
、
絵
に
描
き
起
こ
す
人
を
見

か
け
る
の
が
中
之
島
の
日
常
だ
。

残
念
な
が
ら
、
普
段
は
全
室
貸
出

の
た
め
に
館
内
見
学
は
で
き
な
い

の
だ
が
、
１０
月
と
１１
月
の
休
館
日

に
館
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
る
と
の
朗
報
が
届
い
た
。

　

開
催
は
月
に
一
度
、
各
３
回
ず

つ
。
今
回
は
、
公
会
堂
の
歴
史
よ

り
も
古
い
、
１
０
０
歳
の
ピ
ア
ノ

を
特
別
展
示
す
る
と
の
こ
と
。
公

会
堂
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ガ
イ
ド
も

必
聴
で
、「
北
浜
の
三
傑
」
岩
本
栄

之
助
に
寄
付
さ
れ
て
竣
工
し
た
経

緯
や
、
数
多
の
歌
劇
や
講
演
が
行

わ
れ
た
館
内
の
美
し
い
装
飾
技
術

な
ど
、
そ
の
歴
史
や
見
所
を
紹
介

し
て
も
ら
え
る
充
実
の
ツ
ア
ー
だ
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

２０１３年１０月１日発行

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
合
わ
せ
持
っ

て
い
る
こ
の
街
の
中
で
、
あ
な
た

が
「
い
い
ね
！
」
と
思
う
場
面
を

写
真
に
撮
っ
て
応
募
し
て
み
よ
う
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、

先
日
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
ダ

イ
ビ
ル
本
館
と
中
之
島
ダ
イ
ビ
ル

共
通
で
利
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
１

万
円
分
と
い
う
豪
華
な
賞
品
も
。

１
人
に
つ
き
５
点
ま
で
応
募
で
き

る
た
め
、
思
う
ぞ
ん
ぶ
ん
中
之
島

の
風
景
を
眺
め
て
写
真
に
撮
っ
て

み
て
は
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

毎
年
の
お
な
じ
み
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
「Nakanoshima-style.com 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」。
第
８
回
目

の
今
年
の
テ
ー
マ
は
「“
い
い
ね
！
”

中
之
島
」
に
決
ま
っ
た
。
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
水
と
緑
に
囲
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
心
を
落
ち
着
け
に

や
っ
て
来
る
人
も
多
い
中
之
島
。

大阪市中央公会堂 館内ガイドツアー
日時／10月22日（火）、11月26日（火）
①10:30AM～11:30AM②1:30PM～2:30PM③3:30PM～4:30PM
定員／ 各回約50名　参加費／無料
申込方法／往復ハガキの往信面に「ガイドツアー参加希望」と明記し、①名前（フリガナ）②
郵便番号・住所③電話番号④参加希望日時（日時を選択の上、ひとつ記入）⑤参加人数（ハ
ガキ１枚につき４名まで）、返信面：①申込者の住所②名前を記入の上、下記申込先まで郵送。
※応募者多数の場合は抽選し、抽選結果は参加証もしくは落選通知の発送をもって通知
宛先／〒530-0005　大阪市北区中之島1-1-27   大阪市中央公会堂「ガイドツアーG」係
応募締切／ 10月分：10月４日（金）必着　11月分：11月８日（金）必着
問い合わせ／☎06-6208-2002（9:30AM～9:30PM）

第33回 京阪・文化フォーラム
「水辺の歴史―大川沿いにある大坂の陣戦場跡」
日時／10月25日（金）5:30PM～8:00PM頃
会場／追手門学院 大阪城スクエア
内容／
●講演「大坂の陣 水辺の戦い」
　北川央（大阪城天守閣研究主幹）
●講談「難波戦記―真田の砲撃」旭堂南鱗（講談師）
●トークセッション 
　北川央、旭堂南鱗、前本敏邦（大阪水上バス社長）
定員／300名　参加費／1,000円
申込方法／往復ハガキに「京阪・文化フォーラム参加希望」と記入の上、
郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・参加人数（ハガキ１枚
につき２名まで）を明記し（返信用には返送先を記入）、下記申込先まで郵
送。ホームページ「おけいはん．ねっと」http://www.okeihan.net/forum/
からも応募できる。
※応募者多数の場合は抽選。抽選結果は入場引換証の発送をもって通知。
宛先／〒540-6591 マーチャンダイズビル内郵便局 私書箱35号
京阪電車 文化フォーラム担当「京阪・文化フォーラム」係
応募締切／10月11日（金）当日消印有効
問い合わせ／大阪水上バス☎06-6942-0555　
京阪電車 京阪・文化フォーラム係☎06-6944-2534

2012年度最優秀賞「将来思い出になる場所」

2012年度優秀賞「光の中に」

中
之
島
の

「
い
い
ね
!

」を
発
見
す
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

中
之
島
の

「
い
い
ね
!

」を
発
見
す
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

中
之
島
の

「
い
い
ね
!

」を
発
見
す
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

水
辺
の
戦
場
の
歴
史
を
知
る

京
阪・文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

水
辺
の
戦
場
の
歴
史
を
知
る

京
阪・文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

水
辺
の
戦
場
の
歴
史
を
知
る

京
阪・文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

　

大
阪
や
京
都
の
歴
史
や
文
化
を

そ
の
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
共

に
掘
り
下
げ
て
い
く
京
阪
・
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
３３
回
目
の
開
催
。

今
回
は
大
阪
の
水
辺
の
歴
史
に
注

目
す
る
。

　

水
都
大
阪
と
呼
ば
れ
、
川
で
の

新
し
い
水
遊
び
や
観
光
に
注
目
が

集
ま
る
近
年
。
そ
の
歴
史
は
、
大

川
沿
い
の
大
阪
城
を
中
心
に
町
を

つ
く
っ
た
豊
臣
秀
吉
の
時
代
ま
で

遡
る
。
そ
の
後
、
大
阪
城
が
戦
場

と
な
っ
た
ド
ラ
マ
を
、
熟
練
の
講

談
師
や
大
阪
城
を
よ
く
知
る
専
門

家
が
語
る
。
さ
ら
に
、
今
年
は
大

阪
水
上
バ
ス
３０
周
年
と
い
う
こ
と

も
記
念
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
。
武
将
た
ち
に
思
い
を
馳

せ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

大
阪
水
上
バ
ス
の
視
点
も
加
わ
り
、

今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
水
辺
観
光

に
つ
い
て
も
理
解
が
深
ま
り
そ
う

だ
。　
（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

必
見
!

秋
の
中
央
公
会
堂

館
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

必
見
!

秋
の
中
央
公
会
堂

館
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

必
見
!

秋
の
中
央
公
会
堂

館
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
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阪
水
上
バ
ス
３０
周
年
と
い
う
こ
と

も
記
念
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
。
武
将
た
ち
に
思
い
を
馳

せ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

大
阪
水
上
バ
ス
の
視
点
も
加
わ
り
、

今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
水
辺
観
光

に
つ
い
て
も
理
解
が
深
ま
り
そ
う

だ
。　
（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

中
之
島
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

大
阪
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
「
水
都

大
阪
フ
ェ
ス
」。
規
模
も
内
容
も

年
々
充
実
を
遂
げ
て
い
る
。
今
年

は
中
之
島
公
園
に
加
え
て
、
シ
マ

の
西
端
か
ら
す
ぐ
の
場
所
に
も
大

き
な
会
場
が
登
場
。
２
つ
の
会
場

を
核
に
、
大
小
た
く
さ
ん
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
紹
介
す
る
の
は
そ
れ
ら
の
う

ち
の
ほ
ん
の
一
部
。
と
に
か
く
10

月
は
大
阪
の
水
辺
で
遊
ぶ
べ
し
、

な
の
で
あ
る
。
会
場
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
ご
と
に
日
程
・
時
間
・
料
金
な
ど

が
異
な
る
た
め
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
す
る
の
が
お

す
す
め
。
ま
た
、
こ
こ
で
紹
介
し

た
も
の
の
他
に
も
、
関
連
イ
ベ
ン

ト
や
連
携
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
あ
る

た
め
、
こ
の
あ
た
り
も
ぜ
ひ
チ
ェ

ッ
ク
を
。http://www.osaka-

info.jp/suito/jp/

（
大
迫 

力
・

本
誌
）

世界のバルミュージアム
世界の“水の都”と呼ばれる都市を中心
に10か国25種類の地ビールを提供。
日時／10月11日（金）～14日（月・祝） 
10:00AM～9:00PM

場外市場型レストラン「Market Resort」
中央卸売市場の食材を使ったレストラ
ン。魚の販売も。日時／10月11日（金）
～27日（日） 11:00AM～10:00PM

（11日以外の平日は5:00 PM～）

Ⅱ.中之島GATE FM OSAKA FOOD MAGIC
10/11（金）～27（日）＠中之島西端・安治川沿い

大阪市中央卸売市場本場の対岸。魚の即売、オープンレストラン、ウォータースポーツ体験、
アートなど、海に近いロケーションを活かしたコンテンツが盛りだくさん。

Ⅰ.中之島公園PICNIC RESORT
10/11（金）～14（月・祝）＠中之島公園

「国際交流」「マーケット」「子ども」にまつわるプログラムが勢揃い。
あちこちでパフォーマンスや音楽が開催されているので、ふらりと足を運ぶだけでも楽しめる。

ピクニックマーケット
手作り蚤の市など多くの店でにぎわう。
日時／10月12日（土）～14日（月・祝） 
10:00AM～6:00PM

ウォータースポーツ体験
パドルボートや、Ｅボートなどが体験でき
る。日時／10月11日（金）～14日（月・
祝）、19日（土）・20日（日）・26日（土）
※Ｅボートは19日のみ

子ども職業体験「こあきんど」
接客や販売など、子どもたちが実際の
商売を体験できる。
日時／10月12日（土）～14日（月・祝） 
各日午前1回・午後2回

ラバー・ダック展示
おなじみの人気パブリックアート「ラバ
ー・ダック」が登場！ 
日時／10月11日（金）～18日（金）

サンチャイルド展示
大阪出身のアーティスト、ヤノベケンジ
が、制作した《サン・チャイルド》を展示。
日時／10月11日（金）～14日（月・祝）

おおさかカンヴァス
見慣れた風景が一変するパブリックア
ートが多数出現。
日時／10月11日（金）～20日（日）

（※作品により異なる）

大阪水辺バル
天満橋、北浜・淀屋橋、東
横堀、中之島GATE、道
頓堀、大正の水辺の６エリ
アを船でめぐり、飲食メニュ
ーや水辺のプログラムなど
約100ものメニューをハシ
ゴできる。

Ⅲ.and more!!
コミュニティサイクル
COIDECO
キタ＆ミナミのターミナル駅
周辺や中之島界隈及び
本町・船場周辺に自転車
を貸出・返却できるポートを
9カ所開設（10月11日スタ
ート）。

中之島
シャトルクルーズ
２つのメイン会場、中之島
公園と中之島GATEをめ
ぐるのに便利。10月11日

（金）・13日（日）・14（月・
祝）11:00AM～9:00PM

（※最終便は8:00PM台）
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毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。
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９
８
０
年
代
、

京
都
に
暮
ら

す
小
学
生
だ

っ
た
わ
た
し
。
一
番
嬉
し

い
お
買
い
物
先
と
い
え
ば
、

祖
母
と
行
く
［
小
野
紙
文

具
店
］
だ
っ
た
。
大
正
14

年
（
１
９
２
５
）
に
創
業

し
た
そ
の
店
は
、
時
代
を

追
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

重
ね
、
祖
母
は
よ
く
「
ハ

イ
カ
ラ
や
ろ
」
と
口
に
し

て
い
た
。
次
第
に
一
人
で

も
行
く
よ
う
に
な
り
、
え
ん
ぴ
つ
１
本
、
消

し
ゴ
ム
１
個
選
ぶ
の
に
何
時
間
も
は
り
つ
い

て
い
た
。

　

カ
ク
カ
ク
し
た
り
マ
ル
マ
ル
し
た
り
、
文

具
た
ち
が
織
り
成
す
い
ろ
ん
な
形
や
色
を
、

う
っ
と
り
と
眺
め
る
特
別
な
時
間
だ
っ
た
。

思
え
ば
そ
れ
が
写
真
を
撮
る
と
い
う
世
界
へ

誘
う
入
口
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

高
校
生
に
な
っ
た
わ
た
し
は
、
大
阪
に
繰

り
出
し
は
じ
め
る
。
そ
ん
な
、
い
つ
か
の
あ

る
日
、
梅
田
で
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
ハ
イ
カ
ラ
す
ぎ

て
ひ
っ
く
り
返
り
そ
う
な
お
店
に
出
会
う
。

「
な
ん
や
？　

ス
テ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ー
っ
て
」。

　

そ
こ
に
は
事
務
用
品
や
学
校

用
品
的
な
文
房
具
は
一
つ
も
な

く
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
」

1

デルフォニックス大阪
●中之島フェスティバルタワー 1F
　オリジナルのステーショナリーに加え、国産品やヨーロ
ッパを中心にセレクトされた文具が並ぶ。時代の流れに
左右されない機能性とデザイン性を高度に兼ね備えた
アイテムが数多く揃い、贈りもの選びなどにも最適。万
年筆など「書く」アイテムにもこだわる。また、店内にはギ
ャラリーも併設しており、定期的に展示を開催している。
☎06-4708-3460　10:00AM〜8:00PM　不定休

ら
し
い
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
に
溢

れ
て
い
た
。
忘
れ
も
し
な
い
、

そ
こ
で
初
め
て
買
っ
た
の
が

「Rollbahn

」
と
い
う
名
の
リ

ン
グ
式
メ
モ
帳
。
タ
ー
コ
イ
ズ

ブ
ル
ー
の
ぶ
厚
い
表
紙
に
、
黒

色
の
バ
ン
ド
、
四
角
い
リ
ン
グ

の
穴
、
ペ
ー
ジ
に
は
方
眼
罫
。

色
彩
と
機
能
性
と
デ
ザ
イ
ン
性

が
見
事
に
同
居
し
て
い
る
。

　

こ
の
世
界
観
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
わ

た
し
は
、
そ
の
後
、
何
度
も
何
度
も
通
う
こ

と
に
な
っ
た
。
布
張
り
に
美
し
く「Photogr

aph

」
と
タ
イ
プ
さ
れ
た
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム

は
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を
入
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て
プ
レ
ゼ
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ト
用
に
し
た
り
、

「Inspiration com
es of w

orking

」
と
書
か

れ
た
ブ
リ
ー
フ
ケ
ー
ス
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳

は
、
10
年
以
上
リ
ピ
ー
ト
し
続
け
る
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
３

年
、転
機
の
春
。「
お

し
ゃ
れ
な
文
房
具
屋

さ
ん
が
で
き
た
で
」

と
夫
に
連
れ
ら
れ
て

行
っ
た
先
は
、
中
之

島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

プ
ラ
ザ
の
［
デ
ル
フ

ォ
ニ
ッ
ク
ス
］
と
い

う
お
店
。
わ
た
し
は

こ
こ
で
す
べ
て
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　

店
内
に
入
る
な
り
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

の
は
見
覚
え
の
あ
る
色
彩
と
デ
ザ
イ
ン
。
高

校
生
の
あ
の
日
の
衝
撃
が
、
今
こ
こ
で
博
物

館
の
よ
う
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ま

た
ひ
っ
く
り
返
り
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
、

わ
た
し
が
愛
用
し
て
い
た
品
々
は
、
ぜ
ん
ぶ

［
デ
ル
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
］の
製
品
だ
っ
た
の
だ
。

　

わ
た
し
を
育
て
て
く
れ
た
２
つ
の
店
は
ど

ち
ら
も
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
て
い
た
。
し

か
し
驚
い
た
こ
と
に
、［
小
野
紙
文
具
店
］

の
娘
さ
ん
が
、
こ
の
春
か
ら
同
じ
場
所
で
デ

ザ
イ
ン
ア
ト
リ
エ
を
開
店
し
た
ら
し
い
。
今

度
会
い
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
中
之

島
で
買
っ
た「Rollbahn

」を
手
土
産
に
し
て
。

ひ
ら
の
・
あ
い

カ
メ
ラ
マ
ン
。自
然
光
を
活
か
し
た
撮
影
と
、手
に
取
れ
る
フ

ィ
ル
ム
写
真
に
こ
だ
わ
る
。２
０
０
８
年
、仲
間
と
共
に
ス
タ
ジ

オ
兼
現
像
ラ
ボ「
写
真
と
プ
リ
ン
ト
社
」を
土
佐
堀
に
設
立
。

6

フェスティバルプラザの「大阪らしさ」をめぐる

なくてはならない
文房具との出会い。
文・写真／平野 愛（カメラマン）
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋 
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／カペラ書店／紀伊国屋書店 梅田本店/紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 天
満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会
堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追 
手門学院 大阪城スクエア／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター
／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たま
がわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばか
や／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館 
／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワ
ンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳 
堂／大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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靱公園

アートエリアB1

大阪市立
科学館

デルフォニックス
（中之島フェスティバルタワー１F／P18）

愛日会館

大阪城

10/24
ナカノシマ大学
開催!

10/24
ナカノシマ大学
開催!

10/17
ナカノシマ大学
開催!

10/17
ナカノシマ大学
開催!

淀
屋
橋
駅

北御堂

大阪市
中央卸売市場

大阪大学
中之島センター

中
之
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駅

グランフロント
　　　  大阪

追手門学院
大阪城スクエア

（P16）

大阪市
中央公会堂
（P16）

大阪倶楽部

龍谷大学大阪梅田キャンパス
（ヒルトンプラザウエストオフィスタワー14F／P15）

ABC
朝日放送

リーガロイヤル
ホテル

ホテル
NCB

大阪
市役所

国立国際
美術館

大阪天満宮
中之島フェスティバルタワー（P９～）

ダイビル本館
（P9～・P14）

大阪国際会議場

大阪府立中之島図書館（P６～）

11/13
ナカノシマ大学
開催!

11/13
ナカノシマ大学
開催!

11/26
ナカノシマ大学
開催!

11/26
ナカノシマ大学
開催!

アサヒ ラボ・ガーデン
（大阪富国生命ビル4F／P13）

「オダサク
散策マップ」あり!（P2）
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印刷／佐川印刷株式会社

次号予告  くすりの町の商い事情
一年を締める大阪の祭りといえば、中之島からほど近い道修町の神農祭。
その歴史は、江戸時代半ばから軒を連ねた薬問屋たちと共にあった。

●『月刊島民』vol.64は2013年11月１日発行です!
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手
土
産
に
し
て
。
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Printed in Japan

詳しくは、京都定期観光バスホームページ、もしくは京阪電車主要駅でパンフレットをご覧ください。

◆京のパワースポットめぐりコース◆京のパワースポットコース〈洛北編〉

◆京の一日コース
◆京都名庭めぐりコース

◆トロッコ列車と保津川下りコース
■運行期間：10/1～11/29の平日（10/22・23は運休）
◎料金：大人8,000円

■運行期間：毎日 ◎料金：大人6,460円

■運行期間：10/4～28の月・金・土・休日と11/1～12/8の毎日
◎料金：大人8,500円

■運行期間：10/1～12 /8の毎日（10/2・9・16は運休）
◎料金：大人8,950円

■運行期間：10/5～28の月・土・休日 ◎料金：大人8,900円
世界遺産の上賀茂神社での
特別参拝をはじめ、巨木に
囲まれた貴船神社や、天狗
伝説のある鞍馬寺へ。清ら
かな聖地を訪ねて、あふれ
る“気”を授かりましょ。

2013月刊島民（10月）表４
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